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論 文 内 容 の 要 旨 
 前川洋子氏の博士学位請求論文 Empirical Studies of Motivational Changes of Japanese 
Engineering Students Learning English（日本人理工系学生の英語学習に対する動機づけ変化
の実証的研究）は、４つの実証研究を中核として、以下の全 8 章から構成されている。  
 
第１章: Introduction （序章）  
第２章: Literature Review（先行研究の概観）  
第３章: Study Context（調査対象となった技術英語コースと授業実践の概要）  
第４章: Study 1（研究１：工学者としての自己像と英語学習としての自己像や動機づけと
の関係を見る横断調査）  
第５章: Study 2（研究２：授業実践による自己像の変化についての縦断調査）  
第６章: Study 3（研究３：授業実践による自己像と英語学習動機づけの変化についての縦
断調査）  
第７章: Study 4 (研究４：学習記録シート上の記述内容の質的調査と動機づけ変化のモデ
ルの提示) 
第８章  Conclusion（総括）  
References (引用文献、182 点） 
Appendices (A-D)（付録）  
 
経済界、産業界のグローバル化を背景に、理工系学生を対象とした大学英語教育におい
て、職業上の英語使用状況を見据えた実践的な教育への要望が高まっている。本論文では、
理工系学生をより自立した英語学習へと導くために動機づけが重要であるという前提に立
ち、英語学習動機づけを促すことを目的とした教育的介入を実施し、その効果を第二言語
学 習 動 機 自 己 シ ス テ ム 理 論 (the L2 motivational self-system) と 自 己 決 定 理 論
(Self-determination theory)を理論的枠組みとして用いて検証した介入型実証研究である。  
第 1 章では、導入として、理工系学生を対象とした研究を実施する意義を社会的背景に
言及しながら述べている。  
第 2 章では、文献研究を提示している。まず、理工系学生を対象とした英語教育として、
ESP 研究を展望し、次に J. Lave と E. Wenger による状況的学習論（実践の共同体  
Community of practice）の概念を検討し、英語学習動機づけの重要性及び工学者としての将
来的な英語使用状況を想定した想像上の国際共同体 (Imagined international discourse 
community)を教室内に創り出すことの意義について論じている。更に、英語学習動機づけ
に関する研究の流れを歴史的に展望し、理工系学生の英語学習動機づけ及び教育的介入に
よる動機づけ変化を検証する二つの理論的枠組みへと導いている。一つは心理学において
E. L. Deci と R. M. Ryan が確立した自己決定論であり、もう一つは応用言語学の中で第二
言語学習動機を説明する理論として Z. Dörnyei が提案した、第二言語学習動機自己システ
ム理論である。後者は、学習者が理想の自己像(ideal L2 self)と、自分はこうあるべきと考
える義務自己像(ought-to L2 self)という二つの自己像を明確に持つことで、現状からあるべ
き姿へと近づくために学習に取り組むと仮定されている。このことから、本論文では、想
像の実践の共同体への参加を促す授業実践により、学生が英語を使える工学者としての自
己像を描いていくことができるかどうかを調べる枠組みとして用いている。一方自己決定
論においては、自己決定度の高まり、つまり活動がいかに自分の決定で行われた自立的な
ものであるか、その度合いによって動機づけの変化を説明できると仮定している。このた
め、この理論を教育的介入による動機づけ変化の過程や変化のメカニズムを見るために用
いている。さらに二つの理論に関連した先行研究を整理したうえで、介入型実践研究を行
う意義をまとめ、次のように研究目的を述べている。  
本研究においては、想像上の国際的コミュニティを教室内に創り出す教育介入として、
1 年間の技術英語クラスの中で、計 4 回の工業製品を紹介する英語プレゼンテーションを
中心とした授業を実施し、その効果を検証することを目的とする。具体的には、以下のよ
うな研究課題を設定している。  
(1) 工学者としての自己像と英語学習としての自己像や動機づけの関係を調査する。  
(2) 授業実践により英語使用者としての理想自己や義務自己が変化するかどうかを調査す
る。  
(3) 授業実践による英語学習動機づけの変化とそのメカニズムを調査する。  
(4) 授業実践が、工学者の想像の国際的なディスコース・コミュニティとして機能してい
るかどうかを調査する。  
 
以上の課題を達成するために、本博士論文では質問紙調査を中心とした 4 つの実践研究
を行っている。Study 1 (第 4 章)では、理工系学生の工学者としての自己像が英語学習者
としての自己像や動機づけの強さとどのような関係があるかを調査した。量的分析の結果、
理工系学生は、工学者として成功するために英語が必要であるという意識を持っているこ
と、目標の実現のために英語学習に取り組む姿勢を持っていることが明らかになり、工学
者としての自己像の構築に果たす英語学習動機づけや英語を使う自己像の役割が示唆され
た。  
Study 2 (第 5 章)では、授業実践による理工系学生の英語を使う自己像の変化を事前・
事後調査を用いて検証した。調査結果から、英語プレゼンテーションの授業によって、学
生の教室内英語使用不安が軽減され、自分の英語力に対する評価が上がる様子が伺えた。 
Study 3 (第 6 章)では、授業実践により英語を使う自己像と英語学習動機づけがどう変
化するかを調べた。また自己決定論において動機づけを高めるための条件とされる心理的
3 欲求（自律性・有能性・関係性）の充足について、年間 3 回データを取る縦断調査を行
った。結果からは、理工系学生がプレゼンテーション活動を通して、英語学習を意味のあ
る活動として捉えるようになること、さらには心理的 3 欲求の充足の度合いが高まってい
ることが示された。特に、自らの能力が向上しているという実感を得ることで、学生が学
習に対して自立的になることや、英語を学習しなくてはいけないという意識が高まる様子
が明らかになった。また、特に授業開始時に最も動機づけレベルが低かった学生群の内発
的動機づけを上げる効果も示唆された。  
Study 4 (第 7 章)では、各プレゼンテーション後に学生が提出した学習記録シートの記
述内容を質的に(一部数量化して)分析した。これにより、一年間の授業で繰り返し英語プ
レゼンテーションを経験し、自分の発表を振り返る中で、改善方法を考え理想的な発表者
の姿へ近づこうとすること、その中で、英語を他者とのコミュニケーションの手段として
捉えるようになる様子を描いている。Study 3 で得られた結果と合わせて、二つの理論に言
及しつつ、理工系学生の英語学習動機づけの変化のプロセスをモデルとして提示している。
つまり、プレゼンテーションの回数を重ねる毎に、学生はより自発的に発表の改善に取り
組むようになる（自律性欲求の充足）、積極的に取り組んだ結果として達成感や成長を実感
する（有能性欲求の充足）、グループ発表での成功を通して関係性欲求が充足される。さら
に継続的なプレゼンテーションの経験を通して、達成感や成長の実感を得ることにより、
将来に英語を使用する状況をより明確に想像できるようになる。その結果として英語を使
う工学者としての理想の自己像(ideal L2 self)やこうあるべきと言う義務自己像(ought-to L2 
self)が構築されていく。さらに自己像の明確化に伴い次の課題や目標が生まれ、継続的な
英語学習動機づけへとつながるプロセスが示唆された。このモデルは、英語プレゼンテー
ション活動が想像上の国際的なディスコース・コミュニティとしての役割を果たすプロセ
スを説明しようとしたものである。  
 第 8 章では、4 つの実証研究の要約を提示し、研究の限界点を述べたうえで、研究分
野への貢献として、1）理工系学生の英語学習動機づけに関するデータの蓄積、2）二つの
理論を枠組みとして用いることで、理工系学生の英語学習に対する意識や動機づけ変化の
構造的な理解につながった点、3）量的調査結果に質的データを合わせることで動機づけの
変化のプロセスを示したことをあげている。また教育的示唆としては、1）将来の英語使用
状況を想定したプレゼンテーション活動が、理工系学生に英語を職業上で使用することを
現実的なものとして捉えさせるうえで有効であることを示し、2）ESP 分野で語られること
の多かった理工系学生への英語教育について、Community of practice の概念や動機づけ理
論を用いて検討することで、専門分野がまだ明確でない学生に対する新たな教育的アプロ
ーチを提案することができた点をあげている。  
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 論文の提出に先立ち、提出要件審査委員会（委員：八島智子、竹内 理、吉田信介、山
崎直樹）は、前川洋子氏が本研究科の定める「博士論文（課程博士）審査に関する覚書」
の論文提出基準を満たしているかどうか確認した。その結果、同氏は、１）必要単位（８
単位）を取得済みであり、博士論文のテ− マと関連する分野で ２）論文５編（査読あり全
国学会誌掲載論文２編を含む）、３）口頭発表５回（うち国際学会１回、全国大会４回を含
む）を有し、４）博士論文聴聞会（平成 26 年 5 月 31 日）も終え、論文提出のすべての要
件を満たしていることを確認したため、研究科委員会（平成 26 年 7 月 23 日開催）に報告
し、同氏による論文提出の承認を得た。これを受けて平成 26 年 9 月 29 日に前川氏から提
出された論文を学位請求論文として受理し、研究科委員会（平成 26 年 10 月 22 日開催）に
おいて承認された論文審査委員会（主査：八島智子、副査：竹内 理、専門委員：染谷泰
正、学外委員：林日出男）での審査に入った。  
 
 提出された英文論文（197 頁）は、過去の関連文献の研究を網羅的に行っており、
References に記された参照論文の数は 182 編に上る。これまでは理工系の学生に対する英
語教育というと、ESP の分野で取り扱われるものという理解が一般的であった。本論文で
は、専門分野が定まった大学院生などにおいては、そのディスコースの特徴を明らかにし
て指導する ESP の貢献は大きいものの、まだ将来像が明確でない学部学生に合った教育内
容の提示が難しいという問題意識からスタートしている。この認識に基づき、ESP とは異
なる新たな実践の枠組みとその依拠する理論を提示し、実践的介入をしたうえで動機づけ
理論を用いてその効果を検証するという意欲的な試みを提示している。研究者自身の学生
を対象とする介入型の実証研究で、質問紙を用いた長期的な縦断調査と横断調査、統計手
法を駆使した量的研究と M-GTA (Modified Grounded Theory Approach) という手法で記述部
分を丁寧に分析していく質的調査を組み合わせて、学生の心理的変化に迫ろうとしている。
さらに本学位請求論文を学問的に評価できる点として、次のようにまとめられる。  
 
１）「変化」記述への挑戦 
第二言語習得研究において「変化をどのように記述するか」ということが重要な課題と認
識されているなかで、量的・質的データを駆使することにより、学習者の動機づけの変化
を目に見える形で提示しようとしたこと。 
 
２）第二言語学習動機研究としての新奇性 
最近の動機づけ研究はコンプレックス・システムやダイナミック・システム理論の影響を
受けている。そこで重要視されるのは（１）変化と成長をどのように捉えるか、（２）コ
ンテキストへの依存性や相互作用をどのように捉えるかであり、一方方法論においても量
的・質的方法を融合することが奨励されている。本論文は、ダイナミック・システム理論
を用いたものではないが、これらの特徴を積極的に取り入れている。本論はまさに変化と
成長を捉えるために様々なデータを駆使したものである。また研究４においては量的、質
的な方法を融合した分析方法を用いている。コンテキストの依存性という点についても、
変化が起こる場としての想像上の工学者コミュニティを教室内に創設することによって変
化を生み出そうとした。つまり、コンテキストを創り出す試みの中で心理がどう変化する
かを見ようとしたものである。 
 
３）理工系学生に対する英語教育の枠組みの提示 
Community of practice という理論を使うことによって、第二言語学習がコミュニティに
参加していくことであると捉え、工学者の実践的なコミュニティを創り出す。その中で、
工学製品を紹介するプレゼンテーションなどを継続的に行うという実践は、単なるプレゼ
ンテーション型授業にとどまらず、その中で工学者としての自己像、つまりアイデンティ
ティが明確になっていくことを想定している。（論文の中でも、実際に学生が、「誰に対
して伝えるのか」ということを意識するようになった点などが報告されている）。 
 
以上より、前川洋子氏の論文が、研究の方法や内容、記述の体裁や論理など、すべてに
おいて高い水準にあり、博士論文としてふさわしいものであることを、審査委員会一同が
認めた。  
 
